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今、それぞれができること 

副校長 志村  修 

 

新型コロナウイルスのワクチン接種が世界各地で始まりましたが、東京では緊急事態宣言が再び

発令・延長され、人の動きの制限をはじめ、社会全体の混乱が続いています。 

 しかし、このような社会が混乱する出来事は、歴史をたどってみると１０年～２０年周期で起こ

っています。２０１１年「東日本大震災」、２００１年「アメリカ 同時多発テロ」、１９９５年

「阪神淡路大震災」等、天災による混乱だけではなく、戦乱や人災がもたらした混乱もありました。 

 そこで、間もなく震災後１０年を迎えようとしている「東日本大震災」の状況と現在の「コロナ

感染症」の状況を比較してみました。

どちらも経験したことのない出来事

で、初期の段階では、国民の多くが、

「この先どうなるのだろう。」と不安

な気持ちになっています。そんな中、

人々は「今すべきこと、できること」

を考え、取り組み始めています。 

10 年前は、がれき除去や物資の支援 

などの動きでしたが、現在はソーシャ

ルディスタンスやステイホームとい

う動きです。考えてみると、相反する

人の動きになっています。 

 また、社会の風潮も『他者のことを考える』当時とは異なり、『他者との関わりを避ける（我慢

する）』ことが第一になっています。そしてこれを「新しい生活様式」とよんでいます。 

 過度な「新しい生活様式」が続いていくとどうなるのでしょう。人と関わることで味わえる人間

的成長は限られたものになってしまう気がします。 

東日本大震災の時に「おもいやり算」という算数がＣＭを通して紹介されました。悲しい出来事、

辛い出来事の連続で、日本中から笑顔が消えていた当時に紹介された算数です。（左下参照） 

ウィズコロナの世界だからこそ、あらためて広めたい算数です。 

計算自体はやさしいですが、新しい生活

様式の中で、どのように計算をするか、 

あなたのセンスとスキルが求められます。 

そして、これらを使いこなして、今の難題

も解決していきたいものです。コロナ後の

世界がよりよい世界となるように。 

 

石 神 井 中 だ よ り 


